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1. 2020年12月期第2四半期の連結業績（2020年1月1日～2020年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第2四半期 229 4.0 △96 ― △97 ― △86 ―

2019年12月期第2四半期 220 △87.4 △27 ― △34 ― △35 ―

（注）包括利益 2020年12月期第2四半期　　△156百万円 （―％） 2019年12月期第2四半期　　△36百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年12月期第2四半期 △0.62 ―

2019年12月期第2四半期 △0.26 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年12月期第2四半期 3,575 3,144 47.4 12.23

2019年12月期 3,796 3,297 47.7 13.08

（参考）自己資本 2020年12月期第2四半期 1,696百万円 2019年12月期 1,809百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年12月期 ― 0.00

2020年12月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年12月期の連結業績予想（2020年 1月 1日～2020年12月31日）

　2020年12月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大により、現段階では業績予想の適切かつ合理的な見積もりが困難であ
ることから、今回の業績予想を未定とさせていただきます。なお、今後、適切かつ合理的な見積もりが可能となった時点で、速やかに開示する予定でおりま
す。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年12月期2Q 138,690,380 株 2019年12月期 138,390,380 株

② 期末自己株式数 2020年12月期2Q 5,760 株 2019年12月期 5,660 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期2Q 138,463,804 株 2019年12月期2Q 134,407,182 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年６月30日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感

染症の影響により極めて厳しい状況にあり、個人消費、生産及び輸出の減少に加え、企業収益は急速に減少し、雇用

や所得環境は弱い動きとなっておりましたが、緊急事態宣言の解除に伴い、個人消費に持ち直しの動きがみられるな

ど、下げ止まりの傾向にありました。 

 当社グループが属する情報サービス産業においては、日銀短観（2020年６月調査）における2020年度ソフトウェア

投資計画（全規模・全産業合計）が、前年度比4.8％増となる等、企業におけるＩＴ投資の増額により市場規模の穏や

かな拡大が期待されております。 

 このような経済状況のなかで、当社グループは、安定した収益基盤の構築と持続的な事業の拡大を目指し、ＩＴ関

連事業、環境事業、再生可能エネルギー事業、ヘルスケア事業の効率化を図り収益力の改善・強化に取り組んでまい

りました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高229,777千円（前年同四半期比4.0％増）となり、営業

損失96,866千円（前年同四半期は営業損失27,827千円）、経常損失97,984千円（前年同四半期は経常損失34,250千

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失86,599千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失35,330千

円）となりました。 

 

 セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。 

（ＩＴ関連事業） 

 ＩＴ関連事業では、Webアプリケーションの開発及び安定運用を実現するためのソフトウェアであるZend製品やWeb

システムに欠かすことのできないデータベース製品を中心に、ソリューション及びサポートを提供しております。当

第２四半期連結累計期間におきましても引き続き既存製品の機能強化や協業企業との連携による付加価値向上に取り

組んだものの、売上高37,700千円（前年同四半期比46.0％減）、セグメント利益9,900千円（前年同四半期比34.1％

減）と前年同期を下回る結果となりました。 

（環境事業） 

 環境事業では、マンション管理やオフィスビル等の管理、清掃、メンテナンス業務を中心に事業を行っておりま

す。当第２四半期連結累計期間におきましては、既存顧客への迅速な対応や高品質なサービスの提供により安定した

顧客の確保、また、積極的な営業活動による新規案件の受注等により、売上高47,149千円（前年同四半期比9.4％増）

と若干上回ったものの、人件費などの経費が増加し、セグメント損失1,130千円（前年同四半期はセグメント損失614

千円）と、前年同期を下回る結果となりました。 

（再生可能エネルギー事業） 

 再生可能エネルギー事業では、発電所の開発及びその代行、第三者への売却並びに売電事業等を行っております。

当第２四半期連結累計期間におきましては太陽光発電所の売電収入により売上高144,927千円（前年同四半期比34.3％

増）と、前年同期を上回ったものの、セグメント利益18,999千円（前年同四半期比73.2％減）と、前年同期を下回る

結果となりました。 

（ヘルスケア事業） 

 ヘルスケア事業では、中国におけるヘルスケア事業に係る協業、及びビジネス支援を行っております。当社子会社

である上海蓉勤健康管理有限公司の完全子会社である栖霞市东明置业有限公司（当社孫会社）が中国において養老介

護に特化した富裕層向け施設の開発プロジェクトを推進しており、今後、施設販売および管理サービスの提供により

売上を見込んでおります。しかしながら、当第２四半期連結累計期間におきましては、すでに完成している施設につ

いて積極的な販売促進活動を行ってまいりましたが、中国国内での新型コロナウイルス感染症拡大により企業および

個人の活動が制限されていたこと等から、売上が本格化するに至らず、売上高はなく、セグメント損失23,646千円と

なりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産・負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ220,829千円減少し、3,575,527千円となりまし

た。流動資産は220,031千円の減少となり、主な要因は、現金及び預金が78,765千円、商品が107,236千円、販売用不

動産が21,770千円、仕掛販売用不動産が41,888千円減少したこと等によるものであります。 

 総負債は、前連結会計年度末に比べ68,390千円減少し、430,782千円となりました。主な要因は、買掛金が9,510千

円増加したものの、未払法人税等が24,819千円、前受金が8,855千円、その他流動負債が61,575千円減少したこと等に

よるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ152,438千円減少し、3,144,744千円となりました。主な要因は、利益剰余金が

86,599千円、為替換算調整勘定が31,263千円、非支配株主持分が38,773千円減少したこと等によるものであります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は176,496千円となり、

前連結会計年度末と比べ78,765千円減少いたしました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は83,014千円（前年同四半期は38,637千円の収入）となりました。これは主として、

たな卸資産の減少112,020千円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果取得した資金は600千円（前年同四半期は21,016千円の支出）となりました。これは主として、差入

保証金の返還による収入600千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果取得した資金は4,197千円（前年同四半期は469,992千円の収入）となりました。これは主として、

取締役に対する譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行による収入4,200千円等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2020年12月期の連結業績予想につきましては、2020年５月29日に「2019年12月期 決算短信〔日本基準〕（連

結）」にて公表いたしましたとおり、新型コロナウイルス感染症拡大により、政府の緊急事態宣言発出や自治体から

の外出自粛及び休業要請等を受け、市民活動が経済に与える影響等、景気の先行きに不安要素が多数見受けられま

す。また、当社グループのヘルスケア事業においては中国市場をメインターゲットとしておりますが、新型コロナウ

イルスの感染拡大が影響し、中国の2020年1～3月期のGDPはマイナスに落ち込み、中国経済に大きな打撃を与えてい

ます。中国政府は景気のV字回復を目指していますが、今後、新型コロナウイルスの爆発的感染が再発する可能性が

排除しきれない状況であり、その場合、経済活動を正常化するプロセスが途中で頓挫し、2020年度がマイナス成長と

なる可能性があります。 

 このような状況下において当社は、その影響を踏まえた業績予想の合理的な算定が困難であることから、未定とし

ております。今後、合理的に算定可能となった時点で速やかに公表いたします。今後の状況に応じ、速やかに業績回

復に向けた施策を実行できるよう、当社グループ一丸となって取り組んでまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 255,261 176,496 

受取手形及び売掛金 99,610 115,650 

商品 290,315 183,078 

販売用不動産 1,061,297 1,039,527 

仕掛販売用不動産 2,101,676 2,059,787 

その他 36,717 50,170 

貸倒引当金 △93,125 △92,988 

流動資産合計 3,751,754 3,531,722 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） － － 

工具、器具及び備品（純額） 173 147 

土地 38,144 38,144 

有形固定資産合計 38,318 38,291 

無形固定資産 0 － 

投資その他の資産    

長期未収入金 16,823 16,823 

その他 6,283 5,567 

貸倒引当金 △16,823 △16,878 

投資その他の資産合計 6,283 5,512 

固定資産合計 44,602 43,804 

資産合計 3,796,356 3,575,527 

負債の部    

流動負債    

買掛金 8,744 18,254 

未払金 224,178 241,327 

未払法人税等 46,522 21,703 

前受金 25,620 16,765 

預り金 26,276 26,476 

その他 167,830 106,255 

流動負債合計 499,172 430,782 

負債合計 499,172 430,782 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,348,295 1,350,395 

資本剰余金 1,652,074 1,654,174 

利益剰余金 △1,172,451 △1,259,050 

自己株式 △629 △631 

株主資本合計 1,827,289 1,744,887 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △17,450 △48,713 

その他の包括利益累計額合計 △17,450 △48,713 

新株予約権 20,000 20,000 

非支配株主持分 1,467,344 1,428,570 

純資産合計 3,297,183 3,144,744 

負債純資産合計 3,796,356 3,575,527 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

売上高 220,901 229,777 

売上原価 96,586 176,378 

売上総利益 124,314 53,399 

販売費及び一般管理費 152,141 150,265 

営業損失（△） △27,827 △96,866 

営業外収益    

受取利息 0 0 

その他 1,532 3,649 

営業外収益合計 1,532 3,649 

営業外費用    

為替差損 0 0 

開業費償却 1,791 － 

支払手数料 5,981 4,605 

その他 182 162 

営業外費用合計 7,956 4,767 

経常損失（△） △34,250 △97,984 

特別利益    

保険差益 － 3,905 

特別利益合計 － 3,905 

税金等調整前四半期純損失（△） △34,250 △94,079 

法人税、住民税及び事業税 1,080 1,194 

法人税等合計 1,080 1,194 

四半期純損失（△） △35,330 △95,273 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △8,674 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △35,330 △86,599 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

四半期純損失（△） △35,330 △95,273 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △1,315 △61,358 

その他の包括利益合計 △1,315 △61,358 

四半期包括利益 △36,646 △156,632 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △36,646 △117,858 

非支配株主に係る四半期包括利益 － △38,773 

 

- 6 -

㈱ＦＨＴホールディングス　3777
2020年12月期　第２四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △34,250 △94,079 

減価償却費 743 26 

繰延資産償却額 1,791 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,204 14 

受取利息 △0 △0 

売上債権の増減額（△は増加） △14,611 △16,136 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,495 112,020 

仕入債務の増減額（△は減少） 10,598 9,510 

前渡金の増減額（△は増加） 23,592 － 

未払消費税等の増減額（△は減少） 27,924 － 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,238 △14,981 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 20,100 △49,727 

その他 △1,022 △481 

小計 40,814 △53,834 

利息の受取額 0 0 

法人税等の支払額 △2,177 △29,180 

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,637 △83,014 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △157 － 

連結の範囲の変更を伴う出資金の取得による支出 △27,615 － 

差入保証金の回収による収入 6,756 600 

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,016 600 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

株式の発行による収入 450,000 4,200 

新株予約権の発行による収入 20,000 － 

自己株式の取得による支出 △7 △2 

財務活動によるキャッシュ・フロー 469,992 4,197 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △549 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 487,613 △78,765 

現金及び現金同等物の期首残高 83,785 255,261 

現金及び現金同等物の四半期末残高 571,398 176,496 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社グループは、前連結会計年度に、上海蓉勤健康管理有限公司の出資比率合計50.9％（156百万元（約24億

円））を当社代表取締役楊暁軍の親族から取得し、中国でのヘルスケア事業を進めておりますが、前連結会計年度

は、これらの取引の影響や中国でのヘルスケア事業の不振の結果、売上高が著しく減少し、重要な営業損失、経常損

失、親会社株主に帰属する当期純損失を計上することになりました。また、当第２四半期連結累計期間においても、

重要な親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しております。更に中国でのヘルスケア事業は、新型コロナウイル

ス感染症問題の影響もあり、今後も不透明感が続くことが予想され、今後の資金繰りについても懸念が生じておりま

す。 

 これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応を図ってまいります。 

 収益改善につきましては、コストの削減に努めると共に、中国でのヘルスケア事業の見直しも含め収益獲得を着実

に実行していくことで、収益の改善を図ってまいります。また、収益獲得に繋がる新規事業への参入も検討してまい

ります。 

 今後の資金繰りの改善につきましては、上記に加え、当社グループの保有資産の早期売却や納税猶予も検討し、グ

ループ内資金管理を徹底して、当社の資金繰りの改善を図ってまいります。更に、未行使となっている新株予約権

（総額９億円）の取扱いを新株予約権者に交渉してまいります。また、必要に応じ、新たな資金調達も検討してまい

ります。 

 しかしながら、これらの対応策は、計画途上であり、各種関係者の意向にも左右されるため、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、2020年４月14日開催の取締役会決議により、2020年５月14日付で取締役３名に対する譲渡制限付株式報酬

として普通株式の発行を行い、当第２四半期連結会計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ2,100千円増

加しました。 

 その結果、当第２四半期連結累計期間末において資本金が1,350,395千円、資本剰余金が1,654,174千円となってお

ります。 

 

（追加情報）

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注1） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注2） 

  ＩＴ関連事業 環境事業 
再生可能 

エネルギー 
事業 

ヘルスケア 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 
売上高 

69,920 43,076 107,904 － 220,901 － 220,901 

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

－ － － － － － － 

計 69,920 43,076 107,904 － 220,901 － 220,901 

セグメント利益 
又は損失（△） 

15,024 △614 71,000 － 85,410 △113,237 △27,827 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに帰属しない全社費用が含まれております。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2020年１月１日 至 2020年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注1） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注2） 

  ＩＴ関連事業 環境事業 
再生可能 

エネルギー 
事業 

ヘルスケア 
事業 

計 

売上高              

外部顧客への 
売上高 

37,700 47,149 144,927 － 229,777 － 229,777 

セグメント間の 
内部売上高又は 
振替高 

－ － － － － － － 

計 37,700 47,149 144,927 － 229,777 － 229,777 

セグメント利益 
又は損失（△） 

9,900 △1,130 18,999 △23,646 4,123 △100,989 △96,866 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに帰属しない全社費用が含まれております。 

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 

- 9 -

㈱ＦＨＴホールディングス　3777
2020年12月期　第２四半期決算短信



３．その他

（継続企業の前提に関する重要な事象等） 

 当社グループは、前連結会計年度に、上海蓉勤健康管理有限公司の出資比率合計50.9％（156百万元（約24億

円））を当社代表取締役楊暁軍の親族から取得し、中国でのヘルスケア事業を進めておりますが、前連結会計年度

は、これらの取引の影響や中国でのヘルスケア事業の不振の結果、売上高が著しく減少し、重要な営業損失、経常損

失、親会社株主に帰属する当期純損失を計上することになりました。また、当第２四半期連結累計期間においても、

重要な親会社株主に帰属する四半期純損失を計上しております。更に中国でのヘルスケア事業は、新型コロナウイル

ス感染症問題の影響もあり、今後も不透明感が続くことが予想され、今後の資金繰りについても懸念が生じておりま

す。 

 これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応を図ってまいります。 

 収益改善につきましては、コストの削減に努めると共に、中国でのヘルスケア事業の見直しも含め収益獲得を着実

に実行していくことで、収益の改善を図ってまいります。また、収益獲得に繋がる新規事業への参入も検討してまい

ります。 

 今後の資金繰りの改善につきましては、上記に加え、当社グループの保有資産の早期売却や納税猶予も検討し、グ

ループ内資金管理を徹底して、当社の資金繰りの改善を図ってまいります。更に、未行使となっている新株予約権

（総額９億円）の取扱いを新株予約権者に交渉してまいります。また、必要に応じ、新たな資金調達も検討してまい

ります。 

 しかしながら、これらの対応策は、計画途上であり、各種関係者の意向にも左右されるため、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表に反映しておりません。
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